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・常時微動観測概要 地震被害と表層地盤の震動特性の関係を調査するため，震源極近傍で建物被害が激しい川

口町役場周辺と田麦山の中心地区で常時微動のアレー観測を実施した．ここでは詳細な調査を実施した川口町役場

周辺の常時微動の観測概要と検討結果に関して報告する．川口町役場周辺の常時微動観測は，１）市街地中心の速

度構造推定のためアレー微動観測，２）集落内の表層地盤の震動特性調査のための単点微動観測，の２種類に分け

られる．１）のアレー微動観測は町中心を北西～南東に通る７１号線とこれと直交して越後川口駅から役場前に通

ずる道（以下，道路 A）の交差点を中心として，中心をほぼ同一とする半径１０ｍ，３０ｍ，１００ｍの円周上に

１１点の観測点を配置し，１０分間の常時微動を２回全点同時計測した．２）の計測はより計測範囲を広げ集落全

体にわたる十字形の測線で，７１号線と道路 A 周辺の１３点で計測した．約１０分間の常時微動を１～３回計測し

た．観測には余震観測（工藤・他，2005）で用いた機動型強震計を用いた．人工的なノイズを避けるため観測は早

朝実施した． 

・アレー微動解析 高解像度法によるアレー微動記録の FK 解析から表面波の位相速度を推定し，位相速度の逆

解析により地下構造を推定した．FK 解析の結果，約２Hz から４Hz にかけて，比較的明瞭なピークを有する FK パ

ワースペクトルが得られた．FK パワースペクトルの最大値がレイリー波の卓越によるものとし，最大値の波数か

らレイリー波の位相速度を読み取った．その結果，２Hz で約７００ｍ／ｓ，４Hz で４００ｍ／ｓの正分散曲線が

得られた．限られた位相速度の範囲であるが，位相速度と同じ速度範囲の S波速度の構造を推定した．アレー近傍

には初期モデルの作成に有効な資料が見当たらない．そのため初期モデルは S 波速度が４００，５００，６００，

８００ｍ／sの水平成層構造と仮定し，その層厚はレイリー波の位相速度が約１／３波長深さの S 波速度に近似可

能である性質を用いておおまかに算定した．密度や P波速度は S 波速度との関係から決定した．表層の３層の層厚

に対して最適化を行った結果，比較的良好に位相速度をフィッテングすることが可能で，深さ約５０ｍと１００ｍ

にそれぞれ S 波速度６００m／s と８００ｍ／ｓの上面が推定された．さらに推定された地下構造モデルの S 波増

幅率を算定した．その結果，２～４Hz において顕著に増幅される振動数は認めらなかったため，アレー内におい

ては同振動数近くの震動が顕著に増幅された可能性は低いと考えられる．今後川口町内で実施した余震観測記録の

分析も行い，地下構造モデルの検討をさらに進める予定である． 

・単点微動解析 十字測線の全点で H／V スペクトルを算定し，集落内における表層地盤の地震動増幅特性の分

布を検討した．十字測線の測線交差地点および役場周辺の観測点では，１０Hz以下のH／Vスペクトルに顕著なピー

クは認められなかった．これらの観測地点周辺では建物被害に関係するような表層地盤の地震動増幅は少ないと考

えられる．しかし集落の北西端や南東端，越後川口町駅前では５Hz～１０Hz にかけて，比較的明瞭なピークが認

められ，同振動数範囲もしくはより低振動数で地震動が増幅された可能性はある．しかし，これらの全地点では必

ず地震被害が大きいわけではなく，Ｈ／Ｖスペクトルのピークの成因を検討するなど，今後より詳細な検討が必要

と考えられる． 
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